
あけましておめでとうございます。

本欄も，早いもので３年目を迎えました。当初

目論んでおりました会員の皆様との交流の場，

「化学の広場」とのリンクによるメディアミック

スは必ずしも成功しているとは言えませんが，今

しばらくは様々な可能性を模索してみようと思っ

ております。どうぞ，本年もよろしくお願い申し

上げます。

最近，パソコン通信サービス各社では，

I n t e r n e t接続サービスを開始，あるいは開始を予

定しており，インターネットがより身近になって

きています。「化学の広場」のあるN I F T Y - S e r v e

でも，N I F T YのI Dを用いてI n t e r n e t接続サービス

I n f o W e bのサービスを利用できるようになりそう

です。I n f o W e bでは，個人ユーザーのホームペー

ジを無料で構築できるサービスも開始されました

( h t t p : / / v i l l a g e . i n f o w e b . o r . j p )。こうしたサービ

スは，他のInternet 接続サービスでも採用される

でしょうから，今年はますます個人の情報発信環

境が整いそうです。

日本分析化学会もうかうかするとすっかり置い

てきぼりになりかねません。そこで，このたび日

本分析化学会でもホームページを作成することに

いたしました。しかし，日本分析化学会の事務局

は，ネットワーク環境を整備中で，すぐには対応

できませんので，ホームページの作成をお手伝い

いただける方を募集いたします。

「化学の広場」：本号で紹介する発言範囲

発言番号：2058 ～ 2127

期間：95/11/01 ～ 95/11/30

〔Ｑ＆Ａ〕

U V計のセルの見分け方教えて下さい＜関連発言番号＞( 2 0 5 2 ) ,

2058

バルバロインの標準品＜関連発言番号＞2060, 2070, 2071,

2074, 2078, 2089, 2092, 2097, 2105 

海水の全窒素・全リンの定量法について＜関連発言番号＞

2062, 2115 

溶存酸素の測定について＜関連発言番号＞(2044), 2063, 2075,

2081, 2093 

糖とデキストリンのHPLC＜関連発言番号＞(2043), 2064 

食品中の添加物定量について＜関連発言番号＞(2021), 2065,

2067, 2120

リン脂質の定性試薬は＜関連発言番号＞(2047), 2066 

HPLCによる含量分析時の試料秤取量＜関連発言番号＞2068

What's ESCA?＜関連発言番号＞2069, 2087, 2090, 2094,

2095, 2100 

ASEについて＜関連発言番号＞2080

なぜHPLCでTFA＜関連発言番号＞2091, 2110, 2117, 2118 

溶存酸素量の上限＜関連発言番号＞2098

足し算・引き算の仕方＜関連発言番号＞2099, 2103, 2106,

2102, 2114, 2123, 2124 

p Hの平均値の求め方＜関連発言番号＞2104, 2107, 2108,

2109, 2116, 2127

名水の分析＜関連発言番号＞2121

H2O2濃度の求め方＜関連発言番号＞2122, 2126

〔濃度計量証明書と分析結果書の違い〕

＜関連発言番号＞2059, 2111, 2119, 2125 

〔食品分析の話も活発にしたいですね〕

化学合成品以外の食品添加物，まだ検討中では，

＜関連発言番号＞2073, 2076, 2079, 2088  

〔タイトルサービス〕

「ぶんせき」，水情報

＜関連発言番号＞2101, 2102

〔今さら中和滴定？〕

＜関連発言番号＞(2048), 2072, 2077, 2084, 2085, 2086,

2096, 2113   

〔その他〕

自己紹介（訂正）， 10月のアクティブリスト，

＜関連発言番号＞2061, 2083  

「ぶんせき」電子掲示板　
パソコン通信とインターネット

日本分析化学会のホームページを一

緒に作っていただける方を募集いたし

ます。

お手伝いいただける方、ご関心のある方は、

1月1 9日までに下記にE - m a i lしてください。

お待ちしております。

E-mail:kunugi@nies.go.jp



Internet情報

今月は，日本海洋データセンター( J O D C )の

W W Wサーバー( h t t p : / / w w w . j h d . g o . j p )をご紹

介します。J O D Cは，海上保安庁水路部内に設置

された組織で，ユネスコ政府間海洋委員会の決議，

海洋科学技術審議会の答申を受けて設立され，海

洋データ・情報の収集と提供を行っています。

現在，多くの機関がW W Wサーバーを立ちあげ

ていますが，実質的な情報提供・データベースサ

ービスを行っているところはまだ多くありませ

ん。そうした中でJ O D Cは，現在までに蓄積され

た膨大なデータを供給している貴重な機関です。

J O D Cのホームページからは，次の四つのサービ

スにアクセスできます。新着情報，JODCの紹介，

各種データのオンライン提供，関連機関への接続

です。ここでは，オンライン情報提供サービスを

見てみましょう。国内海洋調査計画，各層観測デ

ータなどのデータベースの利用が可能です。この

中から，各層観測データ(Serial Station Data)へ

アクセスしてみました。右の検索画面が表示され

ますので，観測機関，観測範囲（緯度，経度），

観測深度，観測項目などの任意の検索キーの組み

合わせで検索が可能です。コードが不明な場合は

Accept Listの利用が可能です。ここでは，1 9 9 0

年のクロロフィルaのデータを検索してみました。

しばらくして，下図の検索結果が表示されますの

で，標準形式か圧縮形式を指示してf t pをクリッ

クすることで，まとめて取り出すことが可能です。

詳細に関しては，E-mail: jodc@osman. jhd.

go.jp にお問い合わせ下さい。

どうぞご意見・ご要望をお寄せください。

〔「ぶんせき」編集委員会〕




